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int func(int a) { 
  if (a == 0) { 
    printf("a == 0"); 
  } 
  else { 
    printf("a != 0"); 
  } 
} 
int func(int a) { 
  if (a == 0) { 
    stmt_cov(0); 
    printf("a == 0"); 
  } 
  else { 
    stmt_cov(1); 
    printf("a != 0"); 
  } 
} Function 










printf("a == 0") 
カバレッジ 

































































 ：外部プログラム  
 ：フレームワーク  






























 OCCFは.NET Framework 3.5上で動作し，Managed 
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表 1. 新カバレッジの実装実験 
実装内容(使用したツール) 達成人数 平均時間 
新カバレッジ追加(OCCF) 4 人 13.5 分 
Python3 への対応(OCCF) 4 人 47.5 分 
新カバレッジ追加(SCP) 0 人 － 
Python3 への対応(SCP) 0 人 － 
図 4 のコード行数では，Java への対応において，OCCF
の方が 90%程度行数を削減している．さらに，Python へ
の対応でも，実装例の方が若干優れている． 
表 1 では，Python2 の print 文のみを対象とした特殊な
カバレッジの実装と，Python3 への対応修正を学生の被
験者 4 人に対して実験した結果を示す．OCCF の場合は 2
時間以下で実装できたが，SCP のコードを修正した場合





















ド A にて 1～5 行の全個所が，B にて 2,4,5 行目の三か所
が実行される．このように，テストコード A と，テスト
コード A と B の両方にて得られたカバレッジ結果が等し
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